
Bl ミニコンシンポジウム報告

和 田 英 (東京大学工学部 )

1972 年の夏のシンポジウムは「 システム評価」と「 ミニコンの ノフ トウェアとネットワータ」に関するもののふ

たつてあった。このうち「 ミニコン」の方はどうしてこのようなテーマがきめられたかとい うと, IFIP(情 報処理

国際連盟 )の TC2(第 2技術委員会 )て「 W10rking COnferenCe On SOfい口re fOr miniCOmputerS and

Computer NetvЮ rk」 がすでに 1年以上 もまえから県案になっており, この際これは面白そうなテーマだからこれ

を借用してゃってみるのはどうかとい う発想による.そ してこのシンポジウムの幹事として中西と和田がえらばれた .

このテーマは構文解析が必ず しも一意にきまらない難点はあったが,(こ の事情は実は本家のTC2の テーマでも同

様である0)出席者に適当に解釈 してもらうとい う,大変無責任なことをきめ (幹事はミニコンピューメの (ソ フトウ

ェアとネットワータ )と 解釈 した。 ), 日時,場所の選定にかかつた・ 日時の方は「 システム評価」が手まわしよく7

月上旬をえらんでしまったので, こちらは 7月 17日 (月 )～ 19日 (水 )の 2泊 3日 とした・ 会場はいままで我々の

シンポジウムをやつたことのないところで,あまり会場費の高〈ないところ, しか も関西方面か らの出席者にも便利で

あるとい う条件で探 したが,最後の条件には合わないこととなったけれども,東大理学部植物学教室の附属植物園の日

光分園を借用することにした0日 光植物園は入 ってしまうとまった 〈別天地にいるようで,環境はすばらし〈よいのだ

が, もともとこのようなシンポジウムのできるような施設ではないので,そのため参加人員を大幅に制限せざるを得な

いことになつた.そのかわ り少人数の参加者によるインテンシブな会合の目的は十分達せられたように思 う・

まず参加者はつぎの通りである・

井上駐 (三菱電機中央研究所 ),大槻説平 (九州大学中央計数施設 ),葛 山善基 (大阪大学基礎工学部 ),勝又裕

(東京大学工学部 ),加藤道子 (東京芝浦電気 ),川合憲 (東京大学理学部 ),岸健一 (東京大学生産技術研究所 ),

鈴木則久 (東京大学生産技術研究所 ),高橋義造 (東京芝浦電気 ),武市正人 (東京大学工学部 ),戸川隼人 (東京産

業大学 ),所真理雄 (慶応義塾大学工学部 ),成川武文 (三菱電機中央研究所 ),前野年紀 (立教大学理学部 ),幹事

中西正和 (慶応義塾大学工学部 ),和田英一 (東京大学工学部 )

プログラムは大別するとミニコンでシステムプログラムを作ってみたというような話と周辺機器等を共用するため ミ

ニコンを接続してみたというような話とになる。今回も出席者全員が話をすることになっていたが資料は必ず しも全部

の講演に対 して揃つていたわけではなかつた.つ ぎに発表を順に記してかく.

・国内取材報告 (開会のスピーチ )

戸 り|1 隼 人

0ミ ニコンピュータむきアレイ処理言法

所 真 理 雄

(論理回路のシミュレーションなどを目的とした ミニコンによるアレイ処理用言法のシンタックス,セ マンティックス

データ構造についてのアイディア・ )

・ ミニコンLISPの 提案   中 西 正 和

(ミ ニコンにLISPを インプリメン トする場合の考察 )
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・ ミニコンにおけるLISPと PLANNER

鈴 木 員U 久

(PDP-8の LISPを 使つて簡単なPLANNER流 の制御プログラムを作成 し,使用 してみた経験談 )

・ C O StraCheyの GPMに ついて

前 野 年 紀

(StraCheyの GPM(ジ ェネラルバーパスマクロ )を HitaC-10で インプリメン トした話 )

・ D"niedi tOr とMinitypist

和 田 英 一

(1睡КC7/Sに IBMの ポールエレメン トのタイプライタを接続 し,手紙その他の原稿のエディット,そのきれいな

タイプアウトをするプログラム )

●マルチューザーサービス (FORTRAN)(EDITOR)

加 藤 道 子

(TOSBAC-40の マルチューザーサービスで使用されるMUSEと ヽヽ う名のエデイタとFORTRAN(MUS

Eと はマルチューザーの意 ))

・ エデイタと言語プロセッサの結合

武 市 正 人

(MaCC-7/Sの エデイタと言語プロセッサを結合 し,エ ディットしたファィルを直ちにコンパイルまたはアセンブ

ルする方式 )

・ ダイナミックマイクロプロセツサ

岸   健 一  un'1.1荀

鈴 木 貝り 久

(PDP-8/eに おけるダィナミックマイクロプログラミングシステムの試作 )

n
・ ■辺装置の共用と作業分担  り|1 合   憲

(高橋・後藤研におけるFACOM2■ 0/20と TOSBAC40の MODEMに よる接続実験 )

・ カラー・ グラフィック・ ディスプレイ・ システム

川 合   憲

(TOBAC-40に デ ィスクメモリーとカラーテレビをつけたカラーディスプレイの実験 )

・ ミニコンネットヮークの応用 高 橋 義 造

・ PDPllデ ユアルシステムにおけるリノースシェアのためのプログラムの試作

葛 山 善 基

(PDP-112台 よりなるシステムの接続実験 )

・ 工作機械制御用のプロセッサネットワーク

山 田 能 ● 賞

(工作機械制御に適 した ミニコンのネットワークと言語についての考察 )

・三菱電機中研におけるミニコン・ ネットワータの試み

井 上   駐

成 川1 武 文
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(PDP-15, PDP-11, Super NOVa,M-5F(自 作の ミニコン )を PDP-11の UNIBUS径 由で接

続した実験 )

0共通母線による結合方式   勝 又   裕

(時間的切換えのみによる共通母線方式でFACOM270/20に 2台のFACOMRを 接続 した実験 )

・ ミニコンピュータの来 し方,行 く末 (閉会のスピーチ )

大 槻 説 平

これだけの発表を 1日 目の昼すぎから3日 目の昼までかけ,途 中ネムの木の観察やアリジゴクのいたずらをまじえな

がら,楽 しく消化 したのであった .

なおTC-2の WOrking Conferenceは 一応ハンガリーのDbmbl遍 氏と日本の森口先生が幹事のようなことに

なつているが, 1972年 9月 のTC2委 員会ではまだ日程の検討なども行なわれず, 1975年 頃に開かれるのではな

いかと予想される。場所はほゞBudapeSt にきまつている .
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本 PDF ファイルは 1965 年発行の「第 6 回プログラミング―シンポジウム報告集」をス
キャンし、項目ごとに整理して、情報処理学会電子図書館「情報学広場」に掲載するものです。
この出版物は情報処理学会への著作権譲渡がなされていませんが、情報処理学会公式 Web

サイトの https://www.ipsj.or.jp/topics/Past_reports.html に下記「過去のプログ
ラミング・シンポジウム報告集の利用許諾について」を掲載して、権利者の捜索をおこないま
した。そのうえで同意をいただいたもの、お申し出のなかったものを掲載しています。

過去のプログラミング・シンポジウム報告集の利用許諾について� �
情報処理学会発行の出版物著作権は平成 12年から情報処理学会著作権規程に従い、学会
に帰属することになっています。
プログラミング・シンポジウムの報告集は、情報処理学会と設立の事情が異なるため、こ
の改訂がシンポジウム内部で徹底しておらず、情報処理学会の他の出版物が情報学広場
(=情報処理学会電子図書館)で公開されているにも拘らず、古い報告集には公開されてい
ないものが少からずありました。
プログラミング・シンポジウムは昭和 59年に情報処理学会の一部門になりましたが、そ
れ以前の報告集も含め、この度学会の他の出版物と同様の扱いにしたいと考えます。過去
のすべての報告集の論文について、著作権者（論文を執筆された故人の相続人）を探し出
して利用許諾に関する同意を頂くことは困難ですので、一定期間の権利者捜索の努力をし
たうえで、著作権者が見つからない場合も論文を情報学広場に掲載させていただきたい
と思います。その後、著作権者が発見され、情報学広場への掲載の継続に同意が得られな
かった場合には、当該論文については、掲載を停止致します。
この措置にご意見のある方は、プログラミング・シンポジウムの辻尚史運営委員長
(tsuji@math.s.chiba-u.ac.jp)までお申し出ください。
加えて、著作権者について情報をお持ちの方は事務局まで情報をお寄せくださいますよう
お願い申し上げます。
期間：2020 年 12月 18 日 ～ 2021 年 3 月 19 日
掲載日：2020 年 12 月 18 日
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